
「
ロ
シ
ア
人
は
、
人
類
全
体

―
ナ
２
世
は
、
文
明
の
本
質
た

負
す
る
か
の
よ
う
だ
。

の

一
部
を
構
成
す
る
と
い
う
よ

り
も
、
世
界
に
大
き
な
教
訓
を

一
与
え
る
た
め
に
だ
け
存
在
す
る

・
民
族
な
の
で
す
」

（
外
川
継
男

一
訳

『
哲
学
書
簡
』
）

一　

‐９
世
紀
初
頭
の

ロ
シ
ア
の
思

一
想
家
、
ピ

ョ
ー
ト
ル

・
チ

ャ
ア

ダ
ー

エ
フ
は
、

ロ
シ
ア
が

ア
ジ

一
ア
と
欧
州
の
大
き
な
分
か
れ
目

一
に
あ
り
、
肘
の

一
方
を
中
国
、

一
帥
初
授
麟
】
ｐ
切
職
本
薙
却
廠

知
性
と
想
像
力
を
自
ら
の
中

に

る
人
間
の
自
由
と
多
様
性
の
尊

融
合
し
、
世
界
の
歴
史
を

ロ
シ

重
を

ロ
シ
ア
に
定
着
さ
せ
な
か

ア
文
明
と
結
合
さ
せ
る
使
命
を

ｔ
っ
た
。
プ
ー
チ

ン
氏
も
、

ロ
シ

帯
び
る
は
ず
だ

っ
た
。
　

　

　

　

ア
は
ア
ジ
ア
で
も
欧
州

で
も
な

し
か
し
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル

・　

く
、
そ
の
違
い
を
超
越
し
た

ユ

プ
ー
チ

ン
大
統
領
も
尊
敬
す
る

―
ラ
シ
ア
と
し
て
世
界
に
教
訓

ピ

ョ
ー
ト
ル
大
帝
や

エ
カ
テ
リ

を
与
え
る
独
特
な
存
在
だ
と
自

チ

ャ
ア
ダ
ー
エ
フ
は
、
ロ
シ

ア
が
欧
州
よ
り
遅
れ
て
歴
史
に

登
場
し
た
分
、
酸
州
の
犯
し
た

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
利
点
に

恵
ま
れ
る
は
ず
だ
と
善
意
か
ら

信
じ
た
。
と
こ
ろ
が
プ
ー
チ
ン

氏
は
、

ロ
シ
ア
が
多
民
族
社
会

の
性
格
を
帯
び
て
い
る
と
い
う

「ユ
ー
ラ
シ
ア
国
家
」の
挫
折

ロシア 歴史の教訓

ユ
ー
ラ
シ
ア
主
義
の
立
場
を
主

張
し
な
が
ら
、
か
つ
て
の
ロ
マ

ノ
フ
朝
ロ
シ
ア
帝
国
や
ソ
連
の

解
体
で
消
え
去

っ
た
統

一
国
家

の
大
ロ
シ
ア
再
生
の
た
め
に
粗

暴
な
侵
略
も
辞
さ
な
い
。

そ
の
再
生
に
は
、
１３
世
紀
の

ル
ー
シ

（前
近
代
ロ
シ
ア
）
の

中
心
だ

っ
た
キ
ー
ウ
《
キ

エ
フ
）

つ
ま
リ
ウ
ク
ラ
イ
ナ

（
小
コ
シ

ア
）
も
含
ま
れ
る
。
ベ
ラ
ル
ー

シ

谷
白
ロ
シ
ア
）
と
共
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
も
偉
大
な
ス
ラ
ブ
連
邦

（
大
ロ
シ
ア
国
家
）
に
加
え
る

こ
と
が
自
ら
の
使
命
だ
と
い
う

の
だ
。
政
治
家
と
し
て
プ
ー
チ

ン
氏
は
、

「
軍
事
行
動
」
の
正

当
性

。
違
法
性
を
世
界
に
弁
明

す
る
責
任
も
な
く
、
必
要
な
ら

国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任

理
事
国
と
し
て
拒
否
権
を
行
使

す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。
欧
州

や
ア
ジ
ア
の
区
分
を
超
越
し
た

独
特
な

ユ
ー
ラ
シ
ア
国
家
と
し

て
、
文
明
論
的
使
命
を
軍
事
的

に
達
成
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。

２０
世
紀
以
降
、
ロ
シ
ア
は
、

世
界
史
を
転
換
さ
せ
る
四
つ
の

大
事
件
を
経
験
し
て
き
た
。
第

一
に
、
ロ
シ
ア
で
は
１
９
０
４

年
か
ら
Ｗ
年
に
か
け
て
日
露
戦

争
敗
北
と
ロ
シ
ア
革
命
が
あ
っ

た
。
ロ
マ
ノ
フ
朝
帝
国
は
解
体

し
、
社
会
主
義
国
家
が
堂
上
初

め
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
独
ソ
戦

（
第
２
次

大
戦
）
で
あ
る
。
ソ
連
は
大
祖

国
戦
争
の
大
義
を
、
戦
後
東
欧

の
勢
力
圏
化
と
、
ス
タ
ー
リ
ン

体
制
の
粛
清
と
非
人
間
性
の
隠

顧
に
も
利
用
し
た
。

第
三
に
、
８９
年
の
冷
戦
終
結

か
ら
９‐
年
の
ソ
連
解
体
は
、
大

ロ
シ
ア
国
家
を
分
裂
さ
せ
た

が
、
市
民
的
自
由
と
民
族
共
和

国
独
立

へ
の
道
を
開
い
た
歴
史

的
意
味
は
大
き
い
。
こ
れ
ら
三

つ
は
、
チ

ャ
ア
ダ
ー
エ
フ
に
倣

え
ば
、
ロ
シ
ア
が
正
負
の

「
教

訓
」
を
世
界
史
に
示
し
た
例
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

∧
２
面
に
続
く
∨
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第
四
の
人
事
件

で
あ
る
今
回

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
、
歴
史

の
正
の
教
訓
を
見
い
だ
す
の
は

難
し
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

「
非

ナ
チ
化
」
を
求
め
る
の
は
、
独

ソ
戦
と
い
う
大
祖
国
戦
争
の
ア

ナ

ロ
ジ
ー
だ
ろ
う
。
だ
が
、
い

ま
祖
国
防
衛
戦
争
を
進
め

て
い

る
の
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
だ
。

し
か
も
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
力

を
侮

っ
て
１
９
３
９
年
に
冬
戦

争
を
仕
掛
け
た

ス
タ
ー
リ

ン
の

苦
戦
同
様
に
、
プ
ー
チ
ン
氏
の

侵
略
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
頑
強
な

抵
抗
に
遭

っ
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た

ロ

シ
ア
軍
を
見
る
と
、

「
命
は
鴻

毛
よ
り
軽
し
」
と
い
う
言
葉
を

思
い
出
す
。
そ
れ
は
、
国
民
あ

っ
て

の

プ

ー

チ

ン

氏

で
は

な

山
内
昌
之
氏
　
１
９
４
７
年
、

札
幌
生
ま
れ
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
客

員
研
究
員
、
東
大
中
東
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
長
を
歴
任
。
東
大
名
誉

教
授
。
神
日
外
語
大
客
員
教
授
。

く
、
プ
ー
チ
ン
氏
あ

っ
て
の
国

民
と
い
う
独
自
の
国
家
観
の
せ

い
で
あ
る
。
国
民
は
母
な
る
ロ

シ
ア

（
プ
ー
チ
ン
氏
）
を
守
る

必
要
は
あ

っ
て
も
、
母
な
る
ロ

シ
ア
の
方
は
必
ず
し
も
国
民
を

守
ら
ず
、
若
い
兵
士
た
ち
の
戦

死
さ
え
意
に
介
さ
な
い
。

日
本
や
米
国

で
は
、
国
家
は

国
民
の
自
由
と
権
利
を
守
る
た

め
に
存
在
す
る
。　
一
方
、
ス
タ

ー
リ
ン
か
ら
プ
ー
チ

ン
氏
に
至

る
ま

で
、

ロ
シ
ア
で
は
、
個
人

や
社
会
は
国
家
や
独
裁
者
よ
り

重
要
性
が
低
い
。
個
人
と
し

て

重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
大
き
な

影
響
力
を
持

つ
社
会
的

エ
リ
ー

ト
だ
け

で
あ
る
。
そ
れ
は
国
家

保
安
委
員
会

（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
出
身

の
プ
ー
チ

ン
氏
の
権
力
を
支
え

て
き

た

連

邦

保

安

局

（
Ｆ

Ｓ

Ｂ
）
、
内
務
省
、
国
防
省
に
い

る

「
国
家
の
人
間
」
た
ち
に
他

な
ら
な
い

（
フ
ィ
オ
ナ

。
ヒ
ル

『
プ
ー
チ

ン
の
世
界
』
）
。

こ
れ
ら
の
武
力
省
庁
に
属
す

る
者

（
シ

ロ
ビ
キ

）
は
、
自
分

た
ち

こ
そ
最
高
の
愛
国
者
に
し

て
国
家
の
最
終
甘
護
者
だ
と
自

任
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
プ

ー
チ

ン
氏
を
含
め

て
ロ
シ
ア
国

家
を
内
部
か
ら
腐
食
さ
せ
る
シ

ロ
ア
リ
の
よ
う
だ
。
前
線
の
兵

士
に
食
料
も
装
備
品
も
行
き
渡

ら
ず
、
投
降
や
脱
走
す
る
者
も

多
く
出

て
い
る
。
こ
れ
は
、
２３

兆
円
も
の
個
人
財
産
を
秘
匿
し

て
い
る
と
さ
さ
や
か
れ
る
大
統

領
の
せ
い

で
も
あ
る
。

軍
か
ら
秘
密
讐
察
ま

で
、
兆

や
億
の
単
位

で
国
家
財
産
や
各

種
利
権
を
横
領
す
る
個
人
と
比

べ
た
ら
、
か

つ
て
黒
海
か
ら
ク

リ
ミ
ア
ま

で
勢
力
を
伸
ば
し
た

東

ロ
ー

マ
帝
国

（
ビ
ザ

ン
ツ
）

の
皇
帝
の
蓄
財
な
ど
か
わ
い
い

も
の
だ
。
６
世
紀
の
帝
国
会
計

検
査
宮
た
ち
は
、
戦
死
す
る
か

除
隊
し
た
兵
士
の
籍
を
抜
か
ず

に
そ
の
給
与
を
着
服
し
た
。

彼
ら
は
、
不
正
を
働
き
皇
帝

ュ
ス
テ
ィ

エ
ア
ノ
ス

ヘ
貢
納
す

る

こ
と

が
主

義

と

信

じ

て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
た
め
兵
士

の
実
員
は
常
に
不
足
し
、
戦
死

し
た
兵
士
の
ポ

ス
ト
が
空
か
ず

昇
進

で
き
な
い
。
軍
隊
が
機
能

し
な
か

っ
た
の
は
当
然

で
あ
る

（
プ

ロ
コ
ピ
オ

ス

『
秘
史
』
）
。

こ
の
種

の
不
正
が
も

っ
と
大

規
模

に
は
び
こ
る
現
代
の

ロ
シ

ア
軍

で
は
、

ワ
レ
リ
ー

・
ゲ
ラ

シ
モ
フ
参
謀
総
長
が
あ
わ
や
の

危
険
に
ひ
ん
し
、
１０
人
以
上
の

将
軍
が
実
際
に
戦
死
し
た
よ
う

に
前
線

で
督
戦
し
な
け
れ
ば
、

兵
士
た
ち
は
戦
闘
の
現
場
に
出

よ
う
と
も
し
な
い
。

前
線

の
具
力
を
補
う
た
め
シ

リ
ア
や
チ

ェ
チ

ェ
ン
の
ム
ス
リ

ム
兵
を
国
内
外
か
ら
投
入
し
た

と
す
れ
ば
、
プ
ー
チ

ン
氏
は

ロ

シ
ア
国
家
を
ま
と
め

て
き
た
正

教
と
国
民
性
か
ら
離
れ
た

「
大

義
な
き
戦
争
」

へ
の
道
を
ま
す

ま
す
歩
ｂ
こ
と

に
な
る
。

自
分
の
権
力
と
利
益
を
追
求

す
る

「
た

っ
た

一
人
の
人
間
」

に
よ
る
不
公
正
な
支
配
は
、
国

民
の
た
め

で
は
な
い
。
プ
ー
チ

ル
氏
は
古
代
な
ら
さ
し
ず
め
懺

主
、
現
代
な
ら
独
裁
者
と
呼
ば

れ
る
政
治
家

で
あ

る
。
ス
コ
ラ

哲
学
者
の
ト

マ
ス

・
ア
ク

ィ
ナ

ス
に
よ
れ
ば
、
僣
主
は
正
義
の

た
め

で
な
く
気
ま
ぐ
れ
に
人
を

殺
す
。
し
か
も
、
悪
人
よ
り
も

善
人
に
猜
疑
心
を
抱
き
、
見
慣

れ
ぬ
徳
を
恐
れ
る

（
『
君
主
の

統
治
に

つ
い
て
』
）
。

こ
れ
ま
で
は
、
誰
も
制
止

で

き
な
か

っ
た
独
裁
者
が
核
の
使

用
を
示
唆
し
た
場
合
、
核
肥
叫

に
対
抗
す
る
エ
ス
カ
レ
ー
シ

ョ

ン
に
発
展
し
た
例
は
な
い
。
プ

ー
チ
ン
氏
に
よ
る
究
極
の
武
カ

行
使
を
阻
止
す
る
に
は
、
①
ロ

シ
ア
国
民
の
大
多
数
が
こ
の
人

物
の
本
質
を
見
抜
い
て
権
力
の

座
か
ら
追
放
す
る
②
核
の
暗
号

キ
ー
を
使
う
複
数
の
有
資
格
者

が
プ
ー
チ
ン
氏
の
「
気
ま
ぐ
れ
」

な
核
の
使
用
を
許
さ
ぬ
勇
気
を

発
揮
す
る
③
欧
米
と
日
本
が
、

ロ
シ
ア
の
越
え
て
は
な
ら
ぬ
レ

ッ
ド
ラ
イ
ン
を
明
示
す
る
―
―

が
好
要
に
な
る
。

第
３
次
世
界
大
戦
の
危
険
と

阻
上
の
可
能
性
を
多
面
的
に
議

論
す
る
機
会
は
少
な
い
。
し
か

し
、
プ
ー
チ
ン
氏
だ
け
に
核
桐

喝
の
自
由
を
許
し
て
お
く
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
チ

ャ
ア
ダ
ー

エ
フ
の

「
教
訓
」
は
２
世
紀
以

上
を
経
て
、
い
ま
や
預
言
的
に

よ
み
が
え
る
の
で
あ
る
。

1面の続 き

独
裁
者
の
核
胴
喝

許
す
な

英
文
は
金
曜
日
の
ジ
ャ
パ
ン

・

ニ
ュ
ー
ズ
に
掲
載
予
定
で
す


